
中学校社会科（歴史的分野）学習指導案 

 

単元名 

大正の人々と生活 

 内容のまとまり 

Ｃ 近現代の日本と世界  

（１）近代の日本と世界  

（エ）近代産業の発展と近代文化の形成 

 

１ 単元目標 

・ 第一次世界大戦後、国際協調の中における我が国の情勢と国際平和について理解する。 

・ 関東大震災と国際協調の関係性を、多面的・多角的に考察し、表現する。 

・ 関東大震災が横浜に与えた影響を、様々な資料を通して理解し、主体的に追究しようとする態度を養う。 

 

２ 単元を通して身に付けさせたい資質・能力 

  大正期から昭和初期にいたる日本の様子について、経済では貿易や工業などについて、生活では現代に通

じる生活様式の変化について、それぞれ日本の変容をつかませたい。特に、横浜の変容を軸に理解を深めて

いく。生徒は横浜について開港当初から明治初期について学習しているが、その後の変容についてあまり情

報を得ていない。特に関東大震災をはさんで、貿易港として復興する様子や京浜工業地帯として発展してい

ったことを理解させたい。 

 

３ 実践計画の概要 

（１）単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・第一次世界大戦の背景とその影

響、民族運動の高まりと国際協調

の動き、我が国の国民の政治的自

覚の高まりと文化の大衆化などを

基に、第一次世界大戦前後の国際

情勢及び我が国の動きと、大戦後

に国際平和への努力がなされたこ

とを理解している。 

・工業化の進展と政治や社会の変

化、明治政府の諸改革の目的、議

会政治や外交の展開、近代化がも

たらした文化への影響、経済の変

化の政治への影響、戦争に向かう

時期の社会や生活の変化、世界の

動きと我が国との関連などに着目

して、事象を相互に関連付けるな

どして、近代の社会の変化の様子

を多面的・多角的に考察し、表現

している。 

・近代の日本と世界について、よ

りよい社会の実現を視野にそこで

見られる仮題を主体的に追究しよ

うとしている。 

 

 

・第一次世界大戦後の国際協調に

おける日本の情勢と大正期からの

民主政治と工業化の高まりを理解

している。 

・大正期から昭和初期にいたる日

本の様子について、国際協調と日

本国内の工業化の進展を通して多

面的・多角的に考察し、表現して

いる。 

・近代の日本と世界について、国

際協調、工業化の進展、文化の大

衆化を関連付けながら、より良い

社会の実現を視野に、そこに見ら

れる課題を主体的に追求しようと

している。 

 

 

 



（２）指導と評価の計画［４時間扱い］ 

学習活動と内容（時間数）  主な資料（◆）と教師の支援（◇） 

１ 大正デモクラシーと政党政治 

 民主政治の高まりについて理解する。 

政党政治の登場の過程について考える。 

◇民主政治の高まったきっかけとなった事件を考え

させる。（日比谷焼き討ち事件）政府の意図と民

意のギャップをとらえさせる。 

◆吉野作造の民本主義を見る。 

 

２ ワシントン会議と日米関係 

 ワシントン会議：アメリカの思惑について考察する。 

 会議の取り決め、会議の影響について理解する。 

  

 

 

◇アメリカが、日本の成長を警戒していたことに触

れつつ、日本を孤立へと向かわせたことを考えさ

せる。 

◆各国の戦艦保有数などの表を見る。 

◇日本の国際社会における立ち位置を確認させる。 

◇日本は財政的に余裕が出ていたことを確認させ

る。 

３ 関東大震災と横浜 本時 

 横浜復興記念式典のようすやパンフレットなどか

ら、その資料の表しているものを考える。 

山下公園の成り立ちについて生徒の考えを発表させ

る。 

震災後の横浜の変容を理解する。 

◆復興記念横浜大博覧会 1935（昭和 10）年のパン

フレット（資料１） 

◇山下公園の果たした役割を考えさせる。 

◆完成した山下公園〔絵葉書〕<都市発展記念館蔵 

>（資料２） 

◇横浜が大きな変容を迫られる歴史から、現在の横

浜について理解させる。 

４ 文化の大衆化・大正の文化 

 横浜の都市の変化から文化の変容を理解する。 

 

◆「数字で見る日本の 100 年」「日本近代史辞典」

「財務省貿易統計」 

◇第一次世界大戦から昭和初期までを長いスパンで

ながめて、その変化をとらえられるように工夫させ

る。 

 

４ 本時目標 

・ 関東大震災に関する様々な資料から、震災が横浜に与えた影響について多面的・多角的に考察し、表現す

る。                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 本時展開 

学習活動と内容 主な資料（◆）と教師の支援（◇） 

・横浜復興記念式典のようすやパン

フレットなどから、その資料の表し

ているものを考える。 

【予想される生徒の反応】 

Ｓ：お祭りでしょうか。 

Ｓ：「復興記念大博覧会」と書いてあ

ります。関東大震災の事でしょ

うか。 

Ｓ：横浜が復興したのです。 

 

◆復興記念横浜大博覧会 1935（昭和 10）年のパンフレット 

南区 小林久子氏寄贈<横浜市歴史博物館蔵> （資料１） 

 

【発問例】 

Ｔ：これは何のパンフレットでしょうか。また、このパンフレットから

分かることは何でしょうか。 

 

 

・山下公園の成り立ちについて生徒

の考えを発表させる。 

 

 

【予想される生徒の反応】 

Ｓ：被災者の気分をまぎらす公園を

作ったのでしょうか。 

Ｓ：憩いの場としての公園の意味も

あるけど、震災のがれきの処理

にも困ったのだと思います。 

Ｓ：防災の視点から避難所としての

公園施設でもあるのだと思いま

す。 

 

◆横浜復興式典 1929（昭和４）年（資料１） 

◇山下公園の果たした役割を考えさせる。 

◆完成した山下公園〔絵葉書〕<都市発展記念館蔵>（資料２） 

【発問例】 

Ｔ：山下公園は 1930（昭和５）年に完成した。なぜこの時期に、ここに

公園を造ったのでしょうか。 

Ｔ：この資料がヒントです。◆横浜市日報<横浜市中央図書館蔵>（資料

３） 

 

◇震災の影響で山下公園がつくられたことを理解させる。 

 

 

 

 

・震災後の横浜の変容を理解する。 

・関東大震災での被害を資料から 

確認する。 

・横浜港の主要輸出品目の資料をよ

みとる。（資料 10） 

◇震災の状況を確認する（資料３～９） 

◇震災による影響で横浜が大きな変容を迫られる歴史から、現在の横浜

について理解させる。 

◆横浜港の主要輸出品目 （資料 10 横浜税関のホームページより） 

◇主要品目が震災後から徐々に機械類が増えていることに着目させ、震

災の影響で横浜が工業化へ大きく舵を切ったことを理解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６ 博物館との連携 

  さまざまな資料を使う中で、写真、年表、地図をうまく関連づけて身近な地域としての歴史を感じさせ

る。特に特集した展示会の資料を有効に使うことで、整理された情報を適切に指導に生かすことができる。 

特に、横浜都市発展記念館、開港資料館の共同展「関東大震災と横浜」の図録(各博物館で販売)地震発生か

ら災害の状況、人々の避難、災害後の生活、さらに復興の様子まで写真、図表などを駆使して具体的に見て

とれ授業に活用するには最も効果的な資料である。下の画像の多くは図録による。 

  

資料１ 復興記念横浜大博覧会 1935（昭和 10）年のパンフレット 

    南区 小林久子氏寄贈<横浜市歴史博物館蔵> 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 横浜市日報<横浜市中央図書館蔵>       資料４ 震災直後の横浜駅<横浜開港資料館蔵> 

 

 

 

 

 

 

 

資料５ 

地震発生直後の横浜市街地 

岡本三郎撮影、岡本すみ子氏寄贈<横浜開港資料館蔵> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

資料２ 完成した山下公園〔絵葉書〕 

<横浜都市発展記念館蔵> 

 

 

 

 

 

 

 

資料６ 本町通りの様子【関東大震災資料・ 

横浜開港資料館・横浜市史資料室蔵】 

 



資料７ 

「震災被害図」（『横浜復興誌』第２巻付図）横浜開港資料館蔵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料８ 

三春台（南区）からみた横浜市街地（前川謙三撮影、横浜市史資料室所蔵）※定点観測写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料９ 

小学校のテント郡（本町小学校）         元街小学校復興誌資料 横浜市史資料室所蔵 

前川謙三撮影、横浜市史資料室所蔵        テント内での授業 

 

    

 

 



資料 10 横浜港の主要輸出品目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


